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1.  平成23年3月期の業績（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

 

(2) 財政状態 

 

(3) キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期 33,758 5.8 △4,320 ― △5,011 ― △4,173 ―

22年3月期 31,908 △38.7 1,563 △89.4 435 △96.9 124 △98.5

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

23年3月期 △113.41 ― △9.6 △4.6 △12.8

22年3月期 3.38 ― 0.3 0.5 4.9

（参考） 持分法投資損益 23年3月期  ―百万円 22年3月期  ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期 125,488 41,049 32.7 1,115.51
22年3月期 94,281 45,487 48.2 1,236.11

（参考） 自己資本   23年3月期  41,049百万円 22年3月期  45,487百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

23年3月期 5,544 △23,288 20,692 5,604
22年3月期 10,176 △16,483 5,739 2,720

2.  配当の状況 

（注）平成24年3月期末の配当予想は未定です。 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
純資産配当

率第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

22年3月期 ― 7.50 ― 7.50 15.00 551 443.5 1.2
23年3月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00 367 ― 0.9

24年3月期(予想) ― 15.00 ― ― ― ―

3.  平成24年3月期の業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第2四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 30,100 108.0 2,900 ― 2,700 ― 1,700 ― 46.20
通期 67,500 100.0 7,000 ― 6,500 ― 3,800 ― 103.26



4.  その他 

(1) 重要な会計方針の変更 

(2) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更  ： 有

② ①以外の変更  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期 36,800,000 株 22年3月期 36,800,000 株

② 期末自己株式数 23年3月期 1,194 株 22年3月期 1,127 株

③ 期中平均株式数 23年3月期 36,798,841 株 22年3月期 36,798,884 株

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
・この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続は終
了しておりません。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料2ページ「経営成績に関する分析」をご覧ください。 
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㈱大阪チタニウムテクノロジーズ（5726）平成23年3月期決算短信[日本基準](非連結)

1



 

 

 

１．経営成績 

 

（１）経営成績に関する分析 

  ①当期の経営成績 

   当期におけるわが国経済は、新興国の需要増や政策効果により企業収益の一部に改善傾向がみら

れるものの、雇用情勢は依然厳しく個人消費も低迷が続く等、景況観は不透明な状況で推移いたし

ました。 

当社事業につきましては、チタン事業で航空機用及び一般産業用とも在庫調整の進展と急速な需

要回復により生産・販売数量が大幅に増加し、高機能材料事業でも半導体向け高純度チタンを主体

に販売数量が回復しましたが、ポリシリコン事業では高圧ガス保安法対応による操業停止と操業再

開後の生産能力の低下により生産・販売数量は大きく減少いたしました。また、チタン、ポリシリ

コンとも販売価格は下落いたしました。 

この結果、当期の業績につきましては、売上高３３，７５８百万円（前期比５．８％増）、営業

損失４,３２０百万円、経常損失５,０１１百万円、当期純損失４,１７３百万円となりました。な

お、特別損失としてポリシリコン操業停止損失１,１１９百万円、資産除去債務会計基準の適用に

伴う過年度の影響額２６４百万円、及びポリシリコン製造設備改造工事に伴う設備廃却を主体に固

定資産除却損６０３百万円を計上しております。 

 

事業別の状況は以下のとおりであります。 

 ＜チタン事業＞ 

     展伸材用スポンジチタンにつきましては、年度当初は販売数量の若干の増に対し販売価格が低下

し依然厳しい状況を想定しておりましたが、国内外での在庫調整が進展したことに加え、輸出向け

では既存航空機の生産好調を背景にエンジン分野を中心に需要が急速な回復基調で推移するとと

もに、国内向けでも海外の電力・産業プラント用需要の回復に加え、海水淡水化プラントへのチタ

ンの大量採用により需要は大きく増加いたしました。このような状況の中、当社は休止設備の速や

かな立ち上げと凍結していた能力増強工事の再開・戦力化により積極的に増産に取り組み、日増し

に強まる顧客からの供給増量要請に応えてまいりました。この結果、当期の展伸材用スポンジチタ

ンの販売数量は前期に対し大幅に増加いたしました。 

また、鉄鋼添加用スポンジチタンにつきましては、販売数量、価格とも回復基調で推移いたしま

した。 

以上の結果、当期のチタン事業の売上高は２６,３８９百万円（前期比３９．９％増）となり、

損益につきましては、販売数量増によるプラスはありますものの販売価格の低下に加え、円高や増

産体制の整備に伴う設備補修費等の一時費用の発生により２,０４４百万円の営業損失となりまし

た。 

   

＜ポリシリコン事業＞ 

    尼崎工場で、高圧ガス保安法対応のための設備改造工事に伴い、昨年５月から８月まで約３ヶ月

間操業を停止したことに加え、供給責任の観点から早期復旧を優先し、同法の制約のもとでの年産

９００トンレベルでの操業再開としましたため、販売数量は大きく減少いたしました。なお、平成

２１年から建設を進めて来た岸和田工場につきましては、高圧ガス保安法対応の追加工事がありま

したが、計画より１ヶ月前倒しの本年１月に商業生産を開始いたしました。 

    

以上の結果、当期のポリシリコン事業の売上高は４,５５３百万円（前期比５９.７％減）と大き

く減少し、３,１５０百万円の営業損失となりました。 

  

＜高機能材料事業＞ 

    半導体分野及び液晶分野での需要増加を背景に、高純度チタン、ＴＩＬＯＰ（タイロップ）の販

売数量が大きく増加いたしました。 

この結果、当期の高機能材料事業の売上高は２,８１５百万円（前期比６０．６％増）、営業利益

は８７４百万円となりました。 
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②次期の見通し 

  今後のわが国経済は、足元では東日本大震災及び原発事故による生産・消費へのマイナス影響が大

きく出てきておりますが、今後の見通しについては不透明な状況であります。 

当社におきましては、現時点では東日本大震災による事業への大きな影響は出ておりませんが、引

き続き慎重に見極めていく必要があると考えております。 

チタン事業につきましては、輸出向けでは既存航空機の生産好調継続に加え新型航空機向けの需要

が見込まれるとともに、国内向けでも海外の電力・産業プラント用の需要回復が引き続き期待出来る

ことから、需要は依然として強い増加基調で推移すると予想されます。このような状況の中、当社は

平成２３年度第４四半期での年産４０，０００トン（実生産量ベース）体制の構築に向け、現在進め

ております生産能力増強を着実に実施し顧客からの要請に応えていくこととしており、販売数量は大

幅な増加を見込んでおります。また、販売価格につきましても前年契約比で上昇しております。この

結果、チタン事業の売上高は３６,４００百万円（当期比３７．９%増）を見込んでおります。 

ポリシリコン事業につきましては、当社製品の主要向け先である半導体需要が多機能携帯端末等の

新規用途への拡大により引き続き着実に増加すると予想されます。このような状況を受け当社は、積

極的に新規顧客の開拓と長期契約の締結に取り組み、既に生産量の大半を既存顧客も含めた長期契約

に基づき販売していく体制を構築しておりますが、この体制のもと本年４月から岸和田工場（年産２

２００トン）の本格出荷を開始するとともに、尼崎工場においては４月に能力リカバリー工事（年産

９００トン→１４００トン）を実施し顧客への供給を拡大してまいります。また、さらなる需要増に

対応するべく岸和田工場において平成２３年度第４四半期から３００トンの能力増強（年産２２００

トンｔ→２５００トン）を計画しております。これらによる販売数量の大幅な増加と長期契約に基づ

く価格の上昇により、ポリシリコン事業の売上高は２７,８００百万円（当期比５１０.６％増）と大

幅な増加を見込んでおります。 

 高機能材料事業につきましては、半導体需要の増加に伴い、特に高純度チタンの販売数量増加が見

込まれることから、売上高は３,３００百万円（当期比１７.２％増）を見込んでおります。 

 一方、コスト面では、原料・エネルギー価格の上昇とポリシリコン岸和田工場稼動による減価償却

費の増加を見込んでおります。原料価格につきましては、チタン原料の需給が急激に逼迫しており大

幅な価格アップを余儀なくされる見込みであります。ポリシリコン原料につきましても、世界的な資

源価格高騰を背景に上昇基調で推移しております。また、エネルギー価格につきましても、中東情勢

の不安定化と発電用の使用量増加を背景とした原油価格の上昇を受け、電力・ＬＮＧ価格の大幅な上

昇が見込まれます。 

 

[参考] 事業別売上高見通し                （単位：百万円） 
  当期 次期見通し 増減率  
チタン事業 国 内 14,507 19,700 35.8%  
 輸 出 11,882 16,700 40.5%  
       計 26,389 36,400  37.9%  
ポリシリコン事業 
高機能材料事業 

4,553

2,815

27,800

3,300

510.6% 

17.2% 

 

合   計 33,758 67,500 100.0%  
 

以上の結果、次期の業績見通しにつきましては、売上高は６７,５００百万円（当期比１００．０％

増）、利益につきましては、営業利益７,０００百万円、経常利益６,５００百万円、当期純利益３,８

００百万円と大幅な増収・増益を見込んでおります。 

 

 

 

 

 

 

 

㈱大阪チタニウムテクノロジーズ（5726）平成23年3月期決算短信[日本基準](非連結)

3



㈱大阪チタニウムテクノロジーズ（5726）平成23年3月期決算短信[日本基準](非連結)

4



㈱大阪チタニウムテクノロジーズ（5726）平成23年3月期決算短信[日本基準](非連結)

5



 

 

（３） 利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

当社は、将来に亘り企業価値の向上を図るべく経営基盤の強化を進めていくと同時に株主に対す

る利益還元を経営の最重要課題と位置付けております。 

   利益の配分に関しましては、持続的成長のための投資と財務体質の安定・強化に必要な内部留保

の充実を図るとともに、株主への配当につきましては、安定性に配慮しつつ業績連動を基本に拡充

してまいります。 

このような方針のもと、当期の期末配当につきましては、厳しい業績下ではありますが、配当の

継続性、安定性を考慮し１株当たり１０円を予定しております。当期は中間配当を実施しなかった

ことから年間１０円の配当となります。 

なお、次期の配当予想につきましては、中間配当は１５円とさせていただきますが、期末配当に

つきましてはエネルギー価格動向等に不透明感が残っているため未定とし、今後事業環境を見定め

て別途決めさせていただきます。 

 
（４） 事業等のリスク 

 当社の事業その他に関するリスクについて、投資家の判断に重要な影響を及ぼす可能性があると

考えられる主な事項は、次のとおりであります。 
①需要変動等によるリスク 

（チタン事業） 
       当社の輸出スポンジチタンの全社売上高に対する割合は、当期で３割強を占めておりますが、そ

の主要用途は高品質の航空機用であります。従って、航空機メーカーの受注並びに航空機のメンテ

ナンス需要の変動により、当社の経営成績が影響を受ける可能性があります。 
一方、国内向け金属チタン(スポンジチタン、インゴット)の全社売上高に対する割合は、当期で

４割弱を占めておりますが、その多くは電力・化学等プラント物件向けや船舶用のプレ－ト熱交換

器向け等の一般産業用として、展伸材メ－カ－から海外向けに直接または間接的に輸出されており

ます。従って、世界経済の変動により、当社の経営成績が影響を受ける可能性があります。 
    (ポリシリコン事業) 

当社は、安定収益確保のため半導体級ポリシリコンの大半を長期契約をベースに販売しておりま

すが、半導体の景況により当社の経営成績が影響を受ける可能性があります。 
 

②為替変動によるリスク 
        全社売上高に対する輸出売上高の割合は、当期において５割弱を占めております。当社の輸出

売上高の殆どが米ドル建てで、輸入原材料の米ドル建てでの仕入や、電力、ＬＮＧ等の間接的な

米ドルでの支払いを含めても、米ドルの受取超過になる傾向にあり、為替の変動により、当社の

経営成績に影響をもたらす可能性があります。 
 

③電力料金の変動によるリスク 
        当社の製造工程においては、大量の電力を消費するため、原油価格の変動等により電力料金の

大幅改定があった場合、当社の経営成績が影響を受ける可能性があります。 
 しかしながら、円安を主たる要因として電力料金が値上げされる場合の経営成績への影響は、

当社はドル受取超過体質であるため、米ドルの円貨ベースでの手取り増で吸収されます。 
 

  ④原料の市場の需給変動及び価格変動によるリスク 
    チタン原料は、中国を中心にその需要が急増する一方、その供給側の増産能力は限られていま

す。需給バランスが崩れることにより調達量が制約されたり購入価格が大きく変動する場合、当

社の経営成績が影響を受ける可能性があります。 
 
  ⑤自然災害によるリスク 
    当社の製品は全て自社工場で生産しておりますが、自然災害の発生により、設備の損傷、生産・

販売活動の停止等の事態が発生した場合、当社の経営成績に影響を及ぼす可能性があります。 
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  「事業系統図」（事業の内容）」につきましては、最近の有価証券報告書（平成２２年６月２４日

提出）の記載内容から重要な変更がないため開示を省略します。 

  

平成２３年３月期末現在の「関係会社の状況」は次のとおりです。 

関係会社の状況 

 
(注) 有価証券報告書の提出会社であります。 

  

２．企業集団の状況

名称 住所 資本金
(百万円)

主要な事業
の内容

議決権の
所有(被所有)割合

関係内容
所有割
合(％)

被所有
割合
(％)

(その他の関係会社)      
住友金属工業㈱ 注 大阪市中央区 262,072 鉄鋼事業を核にエ

ンジニアリング事
業、エレクトロニ
クス事業、その他
の事業を営んでお
ります。

－ 23.9 当社の金属チタン等の
購入
(直接及び商社経由)

役員の兼任 1名

(その他の関係会社)      
㈱神戸製鋼所  注 神戸市中央区 233,313 鉄鋼関連事業、電

力卸供給事業、ア
ル ミ・銅 関 連 事
業、機 械 関 連 事
業、建設機械関連
事業、不動産関連
事業、電子材料・
その他の事業を柱
として事業展開を
行っております。

0.0 23.9 当社の金属チタン等の
購入
（商社経由）

 
役員の兼任 1名
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３．経営方針 

 

（１）経営の基本方針 

当社は、多様化し高度化する顧客のニーズにスピーディーに対応し、常に市場において最も競

争力のあるサービスを提供することにより、社会経済にとって意義ある企業であり続けることと、

株主にとっての企業価値の最大化を図っていくことを経営の基本理念としております。 

      この基本理念のもと、徹底したコストダウンと品質向上を追求し積極的に技術開発と生産体制

の効率化に取り組むとともに、事業環境の変動に的確かつ迅速に対応するための経営体制の確立

を図り、もって事業の継続的な成長と収益基盤の充実に努めてまいります。 

 

（２）中長期的な経営戦略及び対処すべき課題 

      当社は、昨年２月に向こう５年間の事業環境の見通しを踏まえ、持続的安定成長に向けた経営

の方向性と対処すべき課題を整理するべく中期経営計画（2010～2014）を策定いたしましたが、

その初年度である 2010 年度においてチタン、ポリシリコン、高機能材料の３事業とも需要回復

が計画の想定を上回る一方、期初におけるポリシリコンの高圧ガス保安法問題の発生やエネルギ

ー価格の高騰に加えチタン・ポリシリコン原料の価格高騰を見込まざるを得ないなど足元の事業

環境が中期計画から大きく変化しております。このような状況を受け中期経営計画のローリング

を実施し、環境変化への新たな対応施策を整理いたしました。なお、これに伴う業績予想数値の

見直しについては引き続き実施してまいります。 

 

＜中期経営計画ローリングの概要＞ 

1.事業環境の変化 

・円高の進行  想定レート ：原計画９０円/＄→８３円/＄に見直し 

・市場環境   チタン   ：需要の急速な回復と大幅な拡大                  

           ポリシリコン：想定以上の需要増 

           高機能材料 ：半導体（メモリー分野）及び液晶用需要増 

・調達環境   チタン、ポリシリコン原料及びエネルギー価格高騰 

 

2.中期経営計画ローリング 

  基本的な事業方針は変えず、上記事業環境の変化への対応策を整理 

 

(1)中期経営計画事業方針(2010 年 2 月策定) 

 

・チタン、ポリシリコンを事業の両輪に持続的安定成長を目指す 

・将来に向け第３の事業育成に注力 

 

 

 

・チタン   ：長期契約拡大による安定収益の確保 

需要上振れ時の拡販機会の確実な取り込み 

・ポリシリコン：長期契約をベースにフル生産・販売を継続 

・高機能材料 ：開発資源の集中投入により第３の事業として育成 

・共通    ：新鋭設備を活用したコスト・品質競争力の強化 

           環境保全・省エネへの取り組み強化 

           研究開発の選択と集中 
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(2)事業環境の変化への対応施策 

① チタン事業 

 

  ・販売対応：顧客からの供給増量要請への対応と長期契約の拡大 

        原料・エネルギー価格アップの売値転嫁 

  ・生産対応：スポンジチタン生産能力増強の推進 

         ２nd Step 増強工事再開        25→31 千ｔ 2011/4～ 

         休止５ｔ還元炉のリフレッシュ再稼動  31→37 千ｔ 2011/7～ 

         ３rd Step 増強工事再開        37→40 千ｔ 2011/4Q 

 

 

                  年産 40000ｔ体制の確立 

 

・原料調達：長期契約による安定調達確保 

        新規ソースの開拓 

 

② ポリシリコン事業 

 

     ・販売対応：新規顧客への積極拡販 

長期契約化による安定収益確保 

・生産対応：尼崎工場の生産能力リカバリー 

          年産  900ｔ （2010/8 操業再開後） 

              ↓ 

            年産 1400ｔ （2011/4～） 

        岸和田工場の追加能力増強 

          年産 2200ｔ→2500ｔ +300ｔ（2011/4Q～） 

  ・原料調達：金属シリコンの新規調達ソース開拓 

  ・財務  ：岸和田工場減価償却方法の定額法採用 

 

③ 高機能材料事業 

 

  ・生産・販売：需要上振れに合わせ増産・増販（ 高純度チタン、ＴＩＬＯＰ(タイロップ) ） 

  ・研究開発 ：二次電池用負極材料の開発加速 
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（関連当事者との取引） 

前 期 (自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日) 

親会社及び法人主要株主等 

(単位：百万円）

 
取引条件及び取引条件の決定方針等 

1. 金属チタン等の販売については、価格その他の取引条件は、当社と関連を有しないほかの当 

  事者と同様の条件によっております。 

2. 消費税等については、取引金額には含まれていませんが期末残高には含まれております。 

  

当 期 (自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日) 

親会社及び法人主要株主等 

(単位：百万円）

 
取引条件及び取引条件の決定方針等 

1. 金属チタン等の販売については、価格その他の取引条件は、当社と関連を有しないほかの当 

  事者と同様の条件によっております。 

2. 消費税等については、取引金額には含まれていませんが期末残高には含まれております。 

(関連当事者情報)

属性
会社等

の名称
住所

資本金又

は出資金

事業の内容

又は職業

議決権等

の所有

(被所有)割合

関係内容

取引の内容 取引金額 科目 期末残高
役員の

兼任等

事業上の

関係

その他

の関係

会社

 

住友金属

工業㈱

大阪市

中央区

 

百万円

262,072

 

鉄鋼等の

製造及び販売

(被所有)

直接 23.9％
兼任 1人

当社の金属

チタン等の

販売

金属チタン等

の販売
897 売掛金 287

属性
会社等

の名称
住所

資本金又

は出資金

事業の内容

又は職業

議決権等

の所有

(被所有)割合

関係内容

取引の内容 取引金額 科目 期末残高
役員の

兼任等

事業上の

関係

その他

の関係

会社

 

住友金属

工業㈱

大阪市

中央区

 

百万円

262,072

 

鉄鋼等の

製造及び販売

(被所有)

直接 23.9％
兼任 1人

当社の金属

チタン等の

販売

金属チタン等

の販売
1,277 売掛金 506
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（注） １株当たり当期純利益金額又は当期純損失金額（△）の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 
  

(１株当たり情報)

前期
(自  平成21年４月１日
至  平成22年３月31日)

当期
(自 平成22年４月１日
至  平成23年３月31日)

１株当たり純資産額 1,236円11銭 １株当たり純資産額 1,115円51銭

１株当たり当期純利益金額 3円38銭 １株当たり当期純損失金額 113円41銭

 

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につい

ては、新株予約権付社債等潜在株式がないため記載して

おりません。
    

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につい

ては、新株予約権付社債等潜在株式がないため記載して

おりません。
 

項目
前期

(自  平成21年４月１日
至  平成22年３月31日)

当期
(自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日)

損益計算書上の当期純利益又は当期純損失(△)(百万円) 124 △4,173

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る当期純利益又は当期純損失(△)(百万円) 124 △4,173

普通株式の期中平均株式数（千株） 36,798 36,798
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該当事項はありません。 

リース取引、有価証券、金融商品、デリバティブ取引、ストックオプション等、企業結合等、資産除

去債務、賃貸等不動産に関する注記事項については、決算短信における開示の必要性が大きくないと考

えられるため開示を省略いたします。 

    役員の異動につきましては、別途開示いたしますので省略いたします。 

  

   (重要な後発事象)

   (開示の省略)

５．その他

      役員の異動
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